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若松区二島地区民生委員児童委員協議会

　会長　新宅　吉見

　これまでの20年あまりの活動を振り返るに、
多くのみなさまに支えていただき感謝の念に堪
えません。人と人とのつながりをこれほどまで
に温かく感じられる活動に携わることができ深
甚に思います。退任にあたり、後任委員への丁寧
な引き継ぎを心がけるとともに、退任後もでき
る範囲で協力し、支え合いの地域づくりに寄与
したいと思います。

若松区

八幡東区中央地区民生委員児童委員協議会

　会長　河野　はつえ

　民生委員としての21年間、たくさんの方にお
世話になりました。先輩方や同僚、社協、行政、地
域の方、家族の支え、そして私に心を開いて下
さった担当世帯の方々に、心から感謝していま
す。新任委員さんには、様々な問題に直面しても
「楽しい民生委員活動を」の気持ちで地域のため
に尽力して頂きたいと心から願っています。

八幡東区

八幡西区池田地区民生委員児童委員協議会

会長　酒井　由美子

　後継者を探しているうちに、75歳の年になっ
てしまいました。
　定例会で、次期会長について話をする度に、笑
顔になり思わず笑声になりました。
　「ボランティアは楽しく、自分育てと継続は力
なり」をモットーに気付けば18年間、地域福祉に
関わる貴重な学びでした。
　皆様のご協力に感謝しています。ありがとう
ございました。

八幡西区

戸畑区牧山地区民生委員児童委員協議会

　副会長　大西　久三

　民生委員になり、これまでの活動と地域の実
情や課題をみんなで話し合い、社会的孤立を防
ぐために、地域で見守り支え合ってまいりまし
た。現在、民生委員のなり手不足が深刻になって
います。民生委員活動のお手伝いができる方が
おられましたら嬉しく思います。民生委員・児童
委員の皆様のご健勝と、なお一層のご活躍をお
祈りいたします。

戸畑区

「一斉改選」に向けて特集特集



♪第42回リレーエッセイ

次回は、八幡西区の民生委員・児童委員さんです。お楽しみに★

　
「
高
槻
の
ホ
タ
ル
」
は
昭
和
57

年
に
、
高
槻
小
学
校
で
児
童
に
よ

る
ホ
タ
ル
の
飼
育
が
始
ま
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
す
。以
来
、学
校
、

保
護
者
、
地
域
の
協
力
を
得
て
30

年
以
上
に
わ
た
り
飼
育
を
続
け
て

お
り
、
毎
年
槻
田
川
に
数
千
匹
の

ホ
タ
ル
が
乱
舞
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
の
季
節
に
な
る
と
、「
ホ

タ
ル
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

今
年
も
保
育
所
園
児
、幼
稚
園
児
、

小
学
校
の
児
童
が
担
ぐ
可
愛
い
三

基
の
神
輿
の
町
内
巡
行
で
幕
を
開

け
ま
し
た
。
演
芸
や
手
作
り
バ

ザ
ー
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
民
児
協

も
、
毎
年
人
気
の
唐
揚
げ
・
フ
ラ

イ
ド
ポ
テ
ト
・
コ
ロ
ッ
ケ
を
提
供

し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
た
く

さ
ん
の
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

祭
り
の
最
後
に
は
、
一
斉
に
街

灯
を
消
し
、
静
か
に
ホ
タ
ル
観
賞

す
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。
暗
闇
の

中
で
無
数
の
ホ
タ
ル
が
舞
う
光
景

は
、
そ
れ
は
幻
想
的
で
、
震
え
る

ほ
ど
の
感
動
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
ホ
タ
ル
を
通
じ

て
、
子
ど
も
の
成
長
や
地
域
内
の

つ
な
が
り
づ
く
り
に
繋
げ
て
い
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続

き
、
ホ
タ
ル
祭
り
を
大
切
に
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八
幡
東
区
高
槻
地
区

　
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長　
松
田　
京
子

「
高
槻
ホ
タ
ル
祭
り
」で

地
域
の
活
性
化
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地区民児協会長研修会 日程：6月18日㈬
場所：ウェルとばた 2 階多目的ホール

　令和7年度 地区民生委員児童委員協議会会長研修会が、6月
18日（水）にウェルとばた2階 多目的ホール等にて開催されま
した。
　今回は、北九州市立大学の末永和也先生を講師にお迎えし、
「コミュニティソーシャルワークとは ～話し合いの成果を高
めるための効果的なファシリテーション～」というテーマで
ご講演をいただきました。地域の会議や日常的な会話で活か
せるファシリテーション技法について、具体的な事例を交え
ながら、分かりやすくご教示いただきました。意見を引き出す
工夫や、話しやすい雰囲気づくりの大切さなど、多くの学びを

得ることができました。
　グループワークでは、北九州市立大学の学生や区社協職員
と一緒に、「地区会長として新任委員をどのように支えていく
か」や「参加したくなる会議をつくるための工夫」について活
発な意見交換がなされました。また、情報交換の時間では、そ
れぞれが抱える悩みや、日々の活動に対する思いを共有する
貴重な機会となりました。同じ立場だからこそ通じ合えるこ
とが多く、互いに励ましを受ける場となったことで、今後の活
動への前向きなエネルギーにもつながったように思います。

　5月12日の「民生委員・児童委員の日」から一週間の活動
強化週間における活動として、北九州市民児協では、民生委
員・児童委員活動についての理解を広めるため「パネル展」
を開催し、広報・啓発活動を行いました。あわせて、民生委
員・児童委員活動についてのPR動画を上映しました。
　5月24日には「オープンカフェ」を実施し、来場者にはお
菓子やコーヒーを提供しながら民生委員・児童委員につい
て紹介しました。およそ90名の方にご来場いただき大盛
況となりました。

　評議員111名が出席し、令和６年度の活動報告・決
算、令和７年度の活動計画・予算についての審議が
行われ、承認されました。

　10回目を迎えた北九州マラソン2025が2月に開催され
ました。大会後、第1回大会から今大会まで連続でボラン
ティアとして参加している団体・グループが表彰され、本
会を含む19団体がその功績を称えられました。
　令和7年3月の市民児協理事会にて、北九州マラソン実
行委員会事務局より中杉会長へ表彰状が授与されました。
　これまで継続してボラ
ンティアとして大会運営
に協力してきた活動が評
価され、大変励みとなっ
ています。

グループワークの様子北九州市立大学 末永 和也先生

パネルによる広報啓発活動！ オープンカフェの様子★
北九州マラソン

表彰状 会長授与

報告報告 令和
7年度
令和
7年度

活動啓発パネル展・オープンカフェ
場所：ウェルとばた 2 階 交流プラザ報告報告 北九州マラソン2025「君原賞」受賞報告報告

令和7年度 市民児協評議員会



皆さんそろって笑顔で記念撮影

分科会の様子

全社協民生部　平井部長による基調報告
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早
や
三
年
目
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
作
業
を
七
区
の
広
報
委
員
で
試
行
錯
誤

し
つ
つ
、
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
を

得
て
発
行
に
辿
り
着
い
て
い
ま
す
。

　
読
み
や
す
い
誌
面
と
内
容
を
工
夫
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

広
報
委
員（
門
司
区
大
里
南
地
区
）
福
島　
聖
晃

編
集
後
記

九州ブロック民生委員・児童委員関係事業会議報告報告

民生委員活動件数について報告報告

 

活
発
な
議
論
と
交
流
の
２
日
間

　

令
和
７
年
度
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
民
生
委
員
・

児
童
委
員
関
係
事
業
会
議
が
７
月
24
日
（
木
）

〜
25
日
（
金
）
に
本
会
並
び
に
市
社
協
の
主

催
に
よ
り
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
小
倉 

ニ
ュ
ー
タ
ガ

ワ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
に

は
、
九
州
各
県
お
よ
び
指
定
都
市
の
民
生
委

員
児
童
委
員
協
議
会
の
代
表
者
が
一
堂
に
会

し
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
さ
ら
な

る
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
活
動

上
の
課
題
や
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

 

会
議
１
日
目

　

各
県
・
指
定
都
市
の
参
加
者
約
70
名
の
出

席
の
下
、
盛
大
に
開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
、
本
市
民
児
協 

中
杉
会

長
と
北
九
州
市
社
協 

小
林
会
長
に
よ
る
歓
迎

後
、
来
賓
挨
拶
と
し
て
全
民
児
連 

松
下
副
会

長
、
武
内
北
九
州
市
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

開
会
式
典
後
、
全
社
協  

平
井
部
長
よ
り

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
め
ぐ
る
動
向
と

令
和
７
年
度
全
民
児
連
事
業
」
に
つ
い
て
基

調
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
斉
改
選
を
12

月
に
控
え
、
か
ね
て
よ
り
課
題
と
な
っ
て
い

る
担
い
手
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
や
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
民
生
委
員

の
役
割
な
ど
、
最
新
の
動
向
を
理
解
し
、
地

域
で
の
実
践
に
つ
な
げ
る
た
め
の
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
者
は
２
会
場
に
分
か
れ
て

分
科
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
両
分
科
会
の
共

通
協
議
題
と
し
て
「
委
員
の
継
続
・
定
着
に

向
け
た
環
境
づ
く
り
〜
民
児
協
が
求
め
ら
れ

る
機
能
と
は
〜
」
を
テ
ー
マ
に
委
員
活
動
の

持
続
可
能
性
や
支
援
体
制
の
あ
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
選
択

協
議
題
と
し
て
、
第
１
分
科
会
で
は
「『
地

域
共
生
社
会
の
実
現
』
に
向
け
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
と
連
携
・
協
働
の
強
化
」、

第
２
分
科
会
で
は
、「『
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
』
の
実
現
に
向
け
た
地
域
づ
く
り
と
委
員

活
動
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
一
斉
改
選
に

向
け
た
広
報
活
動
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
市

政
だ
よ
り
に
よ
る
大
々
的
な
広
報
を
は
じ

め
、
広
範
囲
の
住
民
向
け
、
子
ど
も
向
け
、

候
補
者
向
け
と
い
っ
た
対
象
別
に
作
成
さ
れ

た
チ
ラ
シ
の
実
物
が
提
示
さ
れ
、
各
民
児
協

で
の
創
意
工
夫
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
大
変

参
考
と
な
る
内
容
で
し
た
。

 

会
議
２
日
目

　

会
議
２
日
目

は
、
各
分
科
会

の
座
長
よ
り
、

昨
日
の
議
論
内

容
や
意
見
の
概

要
に
つ
い
て
報

告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
各
会
場

で
交
わ
さ
れ
た

多
様
な
意
見
や

課
題
意
識
、
今

後
の
取
り
組
み

の
方
向
性
が
共
有
さ
れ
、
参
加
者
間
で
理
解

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
民
児
連 

松
下
副
会
長
、
お
よ

び
全
社
協  

平
井
部
長
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
分
科

会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
た
実
践
的
な
示
唆
や
、

今
後
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
に
対
す

る
期
待
が
述
べ
ら
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
今

後
の
活
動
に
活
か
す
べ
き
重
要
な
示
唆
と
な

り
ま
し
た
。

　

２
日
間
に
わ

た
り
、
活
発
な

協
議
、
情
報
交

換
が
行
わ
れ
、

森
野
筆
頭
副
会

長
の
閉
会
の
こ

と
ば
に
よ
り
会

議
が
無
事
終
了

し
ま
し
た
。
本

会
議
を
通
じ
て

得
ら
れ
た
知
見

や
つ
な
が
り
を

今
後
の
委
員
活
動
に
反
映
さ
せ
、
地
域
に
根

ざ
し
た
よ
り
良
い
支
援
体
制
の
構
築
に
向

け
、
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

令和
7年度特集特集

項目

相談・支援
件数

連絡調整
回数

訪問回数

57,155

279,286

97,417

4,178

2,641

18,667

3,762

2,702

18,166

416

‒61

501

58,148

285,382

98,127

‒993

‒6,096

‒710

R６年度 R５年度
世帯担当委員 主任児童委員

比較 R６年度 R５年度 比較



　

７
年
前
、
江
戸
か
ら
「
穴
生
」
に
戻
っ

て
き
て
、
長
崎
街
道
を
木
屋
瀬
宿
に
向

か
っ
て
歩
い
て
い
る
と
き
に
、
ふ
と
空

を
見
上
げ
る
と
、
空
一
面
に
ブ
ル
ー
が

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

あ　

る
夏
の
日
、
ト
ボ
ト
ボ
と
長
崎
街

道
を
歩
い
て
い
た
と
き
、

の　

ん
び
り
し
た
優
し
い
声
が
風
に

乗
っ
て
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

お　

〜
い
と
い
う
声
に
振
り
向
く
と
、

本
当
に
十
数
年
ぶ
り
に
お
会
い
す
る

大
先
輩
が
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

幸
か
不
幸
か
？
そ
の
時
の
再
会
が
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
る
き
っ
か

け
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
３
年
後
、
そ
の

大
先
輩
が
穴
生
地
区
の
会
長
を
退
任
さ

れ
、
縁
あ
っ
て
そ
の
方
の
後
任
と
な
り
、

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
「
穴
生
」
は
人
口
約
1
2
、0
0
0
人

で
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児

童
委
員
は
17
名
の
地
区
で
す
。
併
せ
、

連
携
し
て
活
動
し
て
い
る
福
祉
協
力
員

は
約
60
人
で
す
。
穴
生
地
区
で
は
、日
々
、

自
治
会
・
学
校
・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
・

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
皆
さ
ん
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
た
り
、

見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
敬
老

会
や
穴
生
祭
り
等
、
様
々
な
行
事
も
あ

り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
積
極
的
に
取
り

組
む
方
々
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

そ
の
反
面
、「
な
り
手
不
足
」
が
進
行
し

て
お
り
、
そ
の
影
響
を
実
感
し
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。
ゆ
え
に
、
市
民
児

協
だ
よ
り
第
56
号
の
枝
光
第
二
地
区
宮

地
会
長
の
言
葉
に
あ
っ
た
よ
う
に
個
々

人
が
「
無
理
な
く
」
活
動
に
参
加
で
き

る
地
域
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

ま
で
の
慣
例
を
見
直
し
つ
つ
、
信
頼
す

る
多
く
の
方
々
と
情
報
交
換
（
飲
み
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
含
む
）
し
な
が
ら
、「
無
理

な
く
参
加
で
き
る
ス
キ
ー
ム
」
を
考
え
、

少
し
ず
つ
実
行
で
き
た
ら
い
い
な
ぁ
、
と

夢
見
て
い
ま
す
。

人
生
い
ろ
い
ろ 
人
も
い
ろ
い
ろ

             
ナ
ン
ク
ル
ナ
イ
サ
ー

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に

八
幡
西
区
穴
生
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
　
会
長　

岩
屋　
義
和

小
倉
北
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

主
任
児
童
委
員
部
会　

 　
　

 

副
部
会
長　

原
田　
理
恵

（
霧
丘
地
区
）

　

こ
の
た
び
、
北
九
州
市
が
Ａ
Ｄ
Ｒ
モ

デ
ル
事
業
（
い
じ
め
問
題
早
期
解
決
の

た
め
の
紛
争
解
決
事
業
）
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
仲
裁
人
補
助
者
の
推
薦
団
体

と
し
て
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
に

協
力
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
校
生
活

を
送
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
協
力
し

た
い
け
れ
ど
、
仲
裁
人
補
助
者
な
ん
て

自
分
た
ち
に
務
ま
る
ん
だ
ろ
う
か
？
」

疑
問
や
不
安
は
多
々
あ
り
ま
し
た
。
小

倉
北
区
の
主
任
児
童
委
員
の
中
に
は
コ

ロ
ナ
禍
で
児
童
支
援
に
関
わ
っ
た
経
験

が
少
な
い
委
員
や
新
任
の
委
員
、
仕
事

等
で
多
忙
な
委
員
も
い
ま
す
。
そ
こ
で

主
任
児
童
委
員
だ
け
で
は
な
く
、
世
帯

担
当
の
児
童
委
員
に
も
広
く
協
力
を
求

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
速
、
主
任
児
童
委
員
部
会
の
定
例

会
に
教
育
委
員
会
の
担
当
者
を
招
い
て

の
合
同
勉
強
会
を
企
画
し
、
ご
案
内
す

る
と
、
主
任
児
童
委
員
経
験
の
あ
る
世

帯
担
当
の
児
童
委
員
や
児
童
福
祉
活
動

等
の
経
験
が
あ
る
委
員
、
相
談
支
援
経

験
の
長
い
地
区
会
長
な
ど
多
く
の
委
員

が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
熱
心
な
質

疑
応
答
の
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

の
情
報
交
換
も
行
い
ま
し
た
。
世
帯
担

当
委
員
も
交
え
る
と
普
段
と
は
ま
た

違
っ
た
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
有
意

義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
の
具
体
的
な
取
り
組
み

は
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
こ
う
し
た

機
会
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
世
帯
担
当

委
員
や
学
校
等
と
の
連
携
を
よ
り
深
め

る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
安

心
な
く
ら
し
や
学
び
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

4

活動最前線

熱心な質問にも
子どもたちへの
思いがこもります

話が弾み
時間が過ぎるのも

忘れるほど

民
生
委
員
の
Ｑ
＆
Ａ
Q
　
12
月
の
一
斉
改
選
後
に
退
任
を
予
定
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
て
引
継
ぎ
の
準
備
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ　
民
生
委
員
活
動
の
継
続
性
と
円
滑
な
移
行
の
た
め
、後
任
者
へ
丁
寧
な
引
継
ぎ
が
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、引
継
ぎ
確
認
書
を
活
用
し
な
が
ら
、支
援
が
必
要
な
人
の
情
報
の
も
と
に
な
る
福
祉
台
帳
の
整
備
や
生
活
福
祉
資
金
等
の

関
係
書
類
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、後
任
者
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
う
視
点
か
ら
、困
っ
た
と
き
の
相
談
相
手（
先
輩
委
員
や
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
係
）に
つ
い
て
も
整
理
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

あ
の 

お


